
第26283号 1946年3月13日第3種郵便物認可 2025年（令和7年）7月26日（土曜日）月刊特集

学 びと自 己 に向き合った 大 学 院 生 活

　

私
は
、
鶴
岡
市
職
員
と
し

て
業
務
に
従
事
し
な
が
ら
、

東
北
公
益
文
科
大
学
大
学
院

に
て
修
学
し
ま
し
た
。
振
り

返
る
と
、
職
務
と
修
学
の
両

立
等
の
試
練
は
あ
り
ま
し
た

が
、
豊
か
な
学
び
と
体
験
に

満
ち
た
大
学
院
生
活
で
し

た
。

【
修
士
研
究
の
内
容
に
つ
い
て
】

　

私
は
、
修
士
研
究
と
し

て
「
運
営
形
態
に
よ
る
公
立

図
書
館
の
特
徴
」
に
つ
い
て

考
察
を
深
め
ま
し
た
。
今
日

の
多
く
の
自
治
体
で
は
、
人

口
減
少
や
少
子
高
齢
化
を
誘

因
と
し
た
財
政
の
悪
化
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化

と
い
っ
た
課
題
が
顕
在
化

し
、
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
う
し
た
課
題
解
決

に
必
須
と
な
る
学
び
へ
の
支

援
、
住
民
相
互
の
つ
な
が
り

形
成
に
資
す
る
と
し
て
、
社

会
教
育
に
対
す
る
期
待
が
高

ま
る
と
と
も
に
、
そ
の
実
践

の
場
た
る
社
会
教
育
施
設
に

関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
と
り
わ
け
、
公
立
図
書

館
は
地
域
の
情
報
拠
点
で
あ

り
つ
つ
、
近
年
は
市
民
の
居

場
所
と
し
て
、
人
づ
く
り
、

つ
な
が
り
づ
く
り
の
場
と
し

て
、「
地
域
活
性
化
の
中
核
」

と
ま
で
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
財
政
難
を
踏
ま

え
た
行
政
に
よ
る
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
見
直
し
も
進
行
し
て

お
り
、
公
立
図
書
館
の
役
割

と
運
営
形
態
の
再
考
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

2
0
0
3
年
の
地
方
自
治
法

の
改
正
を
機
に
、
公
の
施
設

の
管
理
を
民
間
企
業
に
委
託

す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
以

降
、
公
立
図
書
館
の
運
営
形

態
は
、
従
来
の
自
治
体
が
直

接
運
営
す
る
館
（
以
下
、
直

営
館
）
と
、
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
館
（
以
下
、
指
定

館
）
が
混
在
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
望
ま
し
い
運
営

形
態
を
め
ぐ
り
、
現
在
ま
で

議
論
が
絶
え
ま
せ
ん
が
、
直

営
館
と
指
定
館
に
関
し
て
は

事
例
的
研
究
、
質
的
分
析
が

多
く
、
統
計
的
な
実
態
把
握

は
進
ん
で
い
な
い
状
況
で

す
。以

上
の
背
景
を
踏
ま
え

て
、
資
料
費
の
削
減
傾
向
、

管
理
運
営
形
態
の
多
様
化
が

続
く
公
立
図
書
館
が
、法
的
・

社
会
的
な
期
待
に
応
え
な
が

ら
、
各
地
域
で
使
命
を
果
た

し
て
い
く
に
は
、
量
的
分
析

に
よ
る
運
営
形
態
別
の
特
徴

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
、
研
究
を
行
い
ま

し
た
。研
究
の
方
法
と
し
て
、

ま
ず
、先
行
研
究
を
も
と
に
、

公
立
図
書
館
に
は
、「
資
料
」

「
施
設
」「
職
員
」「
利
用
者
」

と
い
う
4
つ
の
構
成
要
素

と
、「
情
報
（
資
料
）
保
存

機
能
」「
情
報
（
資
料
）
提

供
機
能
」「
教
育
機
能
」「
場

の
提
供
機
能
」
と
い
う
4
つ

の
機
能
で
構
成
さ
れ
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
指
定
管
理
者
制
度

に
つ
い
て
、
公
立
図
書
館
へ

の
導
入
状
況
と
制
度
に
対
す

る
評
価
に
基
づ
き
、
運
営
形

態
ご
と
の
特
徴
を
抽
出
し
、

仮
説
検
証
の
た
め
に
全
国
の

市
町
村
立
図
書
館
を
対
象
と

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
直
営
館
に
お

い
て
は
、
経
験
を
積
ん
だ
正

規
職
員
の
配
置
と
、
図
書
館

事
業
の
企
画
・
立
案
を
含
む

テ
ィ
ア
に
よ
る
市
民
参
画
に

関
す
る
特
徴
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。

【
今
後
の
展
望
】

大
学
院
で
過
ご
し
た
日
々

を
顧
み
て
、
職
務
と
修
学
の

両
立
は
容
易
な
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
研
究

を
通
じ
て
自
己
と
向
き
合
っ

た
時
間
は
、
ひ
と
り
の
人
間

と
し
て
、
行
政
職
員
と
し
て

の
視
野
を
広
げ
、
成
長
す
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
豊
か
な
学
び
に
満
ち

た
経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
指
導
下
さ
っ
た
先

生
方
を
は
じ
め
、
職
場
の
同

僚
や
家
族
、
切
磋
琢
磨
し
た

大
学
院
の
仲
間
等
、
在
学
中

に
関
わ
っ
た
様
々
な
方
々
か

ら
の
ご
支
援
の
賜
物
で
あ

り
、
感
謝
の
念
に
尽
き
ま
せ

ん
。公

益
大
大
学
院
修
士
課
程

を
通
じ
て
得
た
知
見
を
今
後

の
業
務
に
活
か
し
な
が
ら
、

鶴
岡
市
職
員
と
し
て
、
よ
り

良
い
地
域
づ
く
り
に
邁
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

公益の風 #49
東北公益文科大学大学院　公益学研究科　修了生

鶴岡市職員

鈴 木  ひより

鶴岡市立図書館　こども室

図
書
館
協
議
会
、
図

書
館
友
の
会
に
よ
る

市
民
参
画
が
な
さ
れ

る
傾
向
に
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

一
方
、指
定
館
で
は
、

司
書
と
経
験
を
積
ん

だ
非
正
規
職
員
の
配

置
、
開
館
日
数
と
開

館
時
間
の
多
さ
、
電

子
的
な
資
料
・
設
備

の
充
実
、
マ
ン
パ

ワ
ー
を
補
う
ボ
ラ
ン
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